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STDEVP 母標準偏差 

 

 



 

最適化分析は、エクセルの「ソルバー」という機能を使って行います。 

 

 

 

 

それでは、ⅹと yの共分散がゼロになるのは、どのような状態で 

しょうか。それには、2つのパターンが考えられます。 

1）ⅹと yが均等に広がっているため、偏差の積のプラスとマイナ 



 スが相殺されているパターン 

2）ⅹまたは yが一定の値で、すべてのⅹ（または y）の偏差がゼロ 

 になるパターン 

 両パターンとも、一方のデータとまったく関係なく他方のデータ 

が決まっている状態です。すなわち、共分散がゼロになるというこ 

とは、ⅹと yが無関係（それぞれ「独立」している）ということを示 

します。 

 

 

このように、そもそも従業員の能力発揮や成果の分布が正規分布 

に近付くとは限らないのです。それにもかかわらず、評価結果を正 

規分布になるように強引に調整してしまうと、実際の能力・成果よ 

りも高く評価した従業員には報酬を払い過ぎてしまい、逆に、低く 

評価した従業員のモチベーションを低下させてしまい、いずれにせ 

よ、人事管理上の様々な問題が生じます。 

 

 

 

ピボットテーブルには、値が表示されているセルをダブルクリッ 

クすると、その値の算出対象となった元データのリストが示される 

機能（ドリルダウン）が装備されています。 

 

 

 

評価者研修を行って、評価者間で評価基準のとらえ方や点数の付 

方をそろえようとしましたが、これも効果を上げませんでした。 

そもそも人間が評価を行っている以上、各評価者間の評価点のバラ 

きは当然に生じるものなのです。その意味では、評価者研修を繰 

り返し行ったところで、評価の公正性を高めることはできません。 

 

 

評価点の標準化 

標準化された数値 ＝（データの数値―平均値）÷標準偏差 

 

 

評価の適正性の検証は、次の分析によって行います√ 

① 分散分析による評価分布の検証 

② 部門（グループ）間の分散の検定（F検定） 

③ 部門（グループ）間の平均の検定（t検定） 

あとは、エクセルが導き出した分析結果 

を読み取ることさえできれば、「評価の甘辛調整が必要かどうか」、 

「どのような調整を行えばよいのか」ということぐらいは十分に分 



かります。 

 

 

 

 この例では、管理部門と営業部門の帰無仮説が棄却され、「従業員 

全体と両部門の母集団の評価の平均には有意差がある」という結論 

が出ました。管理部門や営業部門の人材配置に特別な配慮（優秀な 

人材を集中的に配置する等）をしていないのであれば、それぞれの 

母集団の評価の平均の差は出てこないはずであり、このような結果 

が出てきたとすれば、それは、その部門の評価におかしな点がある 

（＝評価者の窓意的な判断が紛れている）と考えられます。 

 具体的に言えば、管理部門は評価者が意識的に評価を厳しくし、 

逆に、営業部は甘くしたと考えられますから、人事部は管理部の評 

価者には評価点を引き上げるように、逆に営業部には評価点を引き 

下げるように見直しを要請するべきでしょう。 

 また、管理部門については、他の部門と比べて評価の分散が極端 

に小さいことも気になります。職務の性格上、従業員の能力・成果 

の差が表れにくいということであれば修正の必要はありませんが、 

そのような事情がないのであれば、評価のメリハリをつけるように 

指示するべきです。 

 なお、人事部から評価の見直しを指示しても、各部門としては、 

どのように調整すればよいのか悩んでしまうでしょう。また、各部 

門が評価点の調整をすれば、F検定や t検定の基準とした従業員全 

の評価のデータも変わってしまうので、評価の検証作業をあらた 

めてやり直さなければなりません。これらのことを考えると、人事 



部で、各部門の評価点の分散や平均が等しくなる（有意差がなくな 

る）ような評価分布のパターンを作成したうえで、それをもとに各 

部門と相談しながら評価の見直しを進めていくことが望ましい調整 

方法と言えます。 

 

・・・こういう論調だと、平均値と標準偏差の必達値を事前に提示することになる。 

 

 

 

 

 これを回避するためには、年齢、経験年数の増加に伴って給与が 

曲線的に変化するモデル、すなわち、それぞれの独立変数を多項式 

（ここでは 2次式を使います）で表せばよいということになります。 

このように、多項式を使って重回帰分析を行う手法が、「曲面最小二 

乗法」です。ここでは、ⅹ、yは、次の式で表されます。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 


